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　このたびは東日本の広範囲にわたる大地震と津波のために甚大な被害が発生しました。犠牲になられた方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、被災されました方々に心からお見舞い申し上げます。

　関東地方におきましても茨城・千葉を中心に大きな被害に見舞われましたし、他の都・県でも続々と被災者の方々を数多く受け入れてきております。また、直接の被害は受けなくとも、毎日の生活に大きな支障を日々きたしている会員の方も数多くいらっしゃることと思います。いわば、私たち皆が多かれ少なかれ、今回の災害の影響を受け、不安な日々を過ごしているのではないでしょうか。今後、皆が一丸となって復興への道を歩み、一日も早く安心して暮らせる日を迎えられるよう、お互いにできることを精いっぱいしていきたいと思います。

　さて、関東支部として、被災者の方々に対してどのような支援ができるかを検討しております。まず各地方の幹事を通して現地の状況を集め、我々ができることに関してのアイデアを集めております。また日本音楽療法学会本部と連携して、より大きな動きもできるように準備をしてゆく所存であります。

　今日本全体が未曽有の危機にあるかと思いますが、このような時にこそ、個人個人のネットワークを作り、知恵・活力をまとめあげるような体制を作るべく努力して行きたいと考えております。
